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評
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濁ュ
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け著
る
通
信'
販
買
業
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深

見

中
産
階
級
的
商
業
経
営
(
邑

g
o
z
z
z
z
o
F
2

同
E
P
Z
Z許可
山
市

σ)
存
績
維
持
の
問
題
.
其
の
こ
に
、
生
産
者

債
格
と
泊
費
者
債
格
と
の
債
格
問
中
古
(
同

E
P
Z必
g
E
)
狭
小

化
の
問
題
、
従
っ
て
商
業
利
潤
(
国
吉
宣
言
Z
Z
E
P
S
許
容
度

の
問
題
、
回
給
経
突

(
J
1
2
E
Eロ
官
庁

g
gロ
)
縮
小
化
の
問
題
.

等
の
諸
問
題
は
.
最
近
潤
油
商
業
界
の
最
重
要
問
題
の
中
に
教
へ

ら
る
る
。
最
近
の
濁
通
商
業
界
の
諸
問
題
に
し
て
、
此
の
二
群
の

問
題
に
関
聯
せ
ざ
る
も
の
殆
ん
ど
無
之
.
ま
た
此
の
二
群
の
問
題

に
関
聯
し
て
、
満
治
商
業
諸
部
門
は
再
認
識
を
要
請
せ
ら
れ
つ
つ

あ
る
。
調
逸
通
信
販
買
業
部
門
に
劃
す
る
再
認
識
要
請
存
在
の
理

由
.
を
た
此
の
関
聯
の
裡
に
見
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

過
去
十
年
、
特
に
一
九
二
九
i
三

O
年
以
来
.
濁
泊
地
方
大
衆

義

北
ハ
の
一
に
、

書

評

側、

、司

-a・，
aa

・' 

'1島

均f

甲

は
そ
の
収
入
低
下
の
窮
吠
に
耐
え
粂
ね
、
自
己
に
於
け
る
泊
費
慣

習
・
購
買
慣
習
の
修
正
に
力
む
る
と
共
に
、
他
に
於
け
る
配
給
制

度
改
善
を
要
望
す
る
に
至
ヲ
た
。
慧
眼
な
る
通
信
販
責
応
は
、
乃

ち
.
低
廉
な
る
大
衆
泊
費
貨
物
の
選
揮
と
配
給
と
に
留
意
し
、
之

が
要
望
に
合
せ
ん
こ
と
を
試
み
た
。
ま
た
自
ら
の
経
営
販
買
様
式

の
中
に
、
夫
の
田
舎
の
底
舗
小
買
商
の
債
格
・
債
格
間
差
・
経
費

等
の
過
大
な
る
を
修
正
し
得
る
可
能
性
を
見
出
し
た
。
之
と
相
侠

ち
て
、
彼
等
の
経
営
・
販
買
は
自
ら
大
規
模
化
し
た
。
依
然
と
し

て
中
小
規
模
の
経
営
・
版
買
に
留
ま
れ
る
同
業
者
、
並
び
に
悶
合

の
庄
舗
商
・
訪
戸
商
等
は
、
そ
と
に
自
己
の
存
績
を
脅
威
す
べ
き

怖
る
べ
き
競
争
者
の
出
現
を
見
出
す
に
至
っ
た
。
例
へ
ば
夫
の
織

物
通
信
販
貰
屈
の
如
き
、
一
九
二
六
|
七
年
の
頃
よ
り
漸
く
大
規

模
化
の
道
を
辿
り
つ
う
あ
り
し
が
、
迭
に
は
.
三
四
年
七
月
四
日

附
禁
令
に
よ
り
、
其
の
設
立
・
携
強
・
移
轄
を
禁
止
さ
る
る
ま
で

に
殻
展
し
た
の
で
る
っ
た
。
す
な
は
ち
、
胃
頭
二
群
の
諸
問
題
の

存
在
、
ま
た
此
の
部
門
に
も
例
外
無
く
、
此
の
部
門
の
再
認
識
・

l¥ 
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橋

論

叢

第
一
血
管

第
二
時
抗

114 

再
検
討
は
最
近
漸
く
要
請
さ
る
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

斯
か
る
際
、
伯
林
景
試
研
究
所
商
業
部
門
に
働
く
若
き
篤
皐
の

士

H
H
C
Z
ユ
M
Z
Z
E
p
m
氏
は
、
此
の
部
門
に
闘
す
る
貴
重
な
る

ロ
芯
」
「

OH白Pロ門戸
m円四国口
v
m
H
h
g
z
u
g
g
o
t
-
口ロ門戸
u

研
究
調
査
、

日
何
回
〕
円

1
0
4
0】】同盟三円品目白
r
p宮戸一門
UFOHM
吋己ロ
r昨

日

cロ
巾
ロ
ロ
白
血
ず
d
r・-d-uT

を
公
け
に
し
た
。
氏
は
諜

ね
て
よ
り
、
此
の
方
面
に
闘
す
る
研
先
調
査
を

4
4
2
r
g
g耳
目
宮

門戸
g
H
p
a
E
H
Z
Z円
開
。
丘
ロ
ロ
宮
口
吋
向
。
円
国
品
目
EHHm一
U
Z
N
O宮
田
凸
げ
己
宗

4
司

U-gorpp]円
台

-
5ロ

。品目出品い
h
F
F
Z
ロ
m巾ロ

HH白ず昂一『ゲ】山口
W

今
同
之
を
極
め
て
科
皐

等
に
護
表
し
て
ゐ
た
が
、

的
に
綜
合
し
、
鰭
系
づ
け
、

mgロ《
H
d
F島
。

E
H
-
H円。ロ〕口口付言『向。
H-gyロ
ロ
予
出
品
吋
言
明
mom各
g
4
0ロ
p
c
h・

色
合
国

HHHBUZZ 

同
)
円
・
国
自
国
廿
巧
pmoHHHPEH
の
一
一
世
と
し
て
公
け
に
し
た
。
四
六
二

倍
大
判
、
四
九
頁
の
捕
柄
た
る
装
釘
の
も
の
で
あ
る
。
私
が
曾
て

氏
を
其
の
研
究
所
に
訪
問
し
た
と
き
、
氏
は
此
の
ア
ル
バ
イ
ト
に

波
頭
し
て
居
た
。
氏
は
共
の
業
の
成
る
に
及
ん
で
私
に
そ
の
一
本

を
迭
附
し
て
呉
れ
た
。
爾
成
多
少
時
日
の
経
り
た
る
も
の
が
あ
る

け
れ
ど
も
、
請
者
諸
卿
よ
、
私
が
以
下
本
書
中
特
に
私
の
闘
心
を
・

求
め
ら
れ
し
事
項
敷
箇
を
拾
ひ
出
し
、
之
が
紹
介
と
敷
初
左
試

t伊マ

~. 

恥ー

ム

鼻

¥.' 

-+" 

"
が
、
以
て
明
さ
か
氏
の
好
意
に
鹿
へ
ん
と
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

よ。
本
書
は
緒
論
に
初
ま
り
、
(

A

)

通
信
販
買
業
の
概
念
、

(
B
)
猫

逸
小
寅
商
経
営
形
態
内
に
於
け
る
通
信
販
買
業
の
地
位
、

(
C
)
濁

謹
通
信
販
貰
業
の
護
展
と
意
義
、

(
D
)
濁
逸
通
信
販
買
業
の
機

能、

(
E
)
猫
逸
通
信
販
買
業
の
経
皆
様
式
及
び
販
買
様
式
、
の
五

章
に
分
ち
.
特
に
濁
謹
通
信
既
買
業
の
、
(

1

)

閤
民
経
漕
的
機
能

(40HE巧
王
国
岳
民
E
C
E
F
E
E
-
0
5ロ)、

(
2
)
経
営
経
満
倒
的
形

。
也
訟

fp-E口
問
担
問
)
、

龍山

(r-OFHZゲ
2
4
w
g
D
r
p
hけ
FUHg

(
8
)
活
動
様

式
(
雪
ず
品
目
gdξ20)
三
者
の
解
説
闇
明
に
力
め
て
ゐ
る
。

ニ

1
シ
ュ
ラ

l
グ
氏
は
先
づ
、
卸
買
両
・
小
貰
商
の
別
を
極
め

て
科
率
的
に
一
安
吉
に
解
明
し
、
調
遁
通
信
販
買
業
を
以
て
小
買
形

態
の
一
と
な
し
、
之
左
把
握
す
る
。
此
の
結
、
其
の
買
上
高
卸
買

部
門
・
小
買
部
門
相
宇
ば
す
る
ア
メ
リ
カ
通
信
販
責
業
と
顕
著
な

る
封
照
を
な
す
。
氏
は
ま
た
其
の
概
念
に
つ
き
、
文
書
宣
偉
法
主

採
る
者
、
外
交
宜
偉
法
を
採
る
者
.
二
者
左
併
せ
.
合
せ
て
共
に

通
信
販
買
業
な
り
と
観
念
す
る
こ
と
を
以
て
合
目
的
的
な
り
と
し

て
ゐ
る
。

-ー

，'M 

位争
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ニ

1
シ
ュ
ラ

1
グ
氏
は
次
に
、
猫
議
通
信
販
買
業
の
二
大
形
態

と
し
て
.
在
来
の
中
小
資
本
的
形
態
と
、
最
近
の
大
費
本
的
形
態

の
二
つ
を
馨
げ
、
前
者
が
或
る
特
種
商
品
を
縁
り
と
し
‘
或
る
地

方
に
立
地
黙
を
卜
し
、
田
舎
と
言
は
や
都
合
ま
で
全
猫
逸
に
供
給

す
る
配
給
機
能
在
来
さ
ん
と
し
‘
後
者
が
一
般
的
大
衆
消
費
貨
物

を
取
扱
ひ
、
主
と
し
て
間
合
郊
原
地
方
に
供
給
す
る
配
給
機
能
を

某
さ
ん
と
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
解
明
し
.
倖
統
的
な
る
前
者
の

存
在
に
猫
遁
通
信
販
寅
業
の
特
異
牲
を
認
む
る
。
此
の
勲
、
ア
メ

H
J
カ
・
カ
ナ
グ
等
の
通
信
販
責
業
に
於
い
て
は
.
在
来
の
小
寅
商

も
手
工
業
者
も
無
き
蹟
野
の
住
民
を
相
手
と
し
‘
大
規
模
な
る
な

常
と
し
、
其
の
取
扱
品
種
ま
た
従
っ
て
百
貨
庖
め
い
て
来
る
の
で

あ
る
が
、
い
づ
と
に
で
も
在
来
の
小
買
商
・
手
工
業
者
の
就
に
存

在
ぜ
る
猫
逸
に
て
は
‘
勢
ひ
通
信
販
買
業
に
残
さ
れ
た
る
も
の
と

し
て
は
、
其
の
間
隙
を
行
く
と
い
ふ
方
法
し
か
た
く
、
中
小
規
模

怠
る
を
常
と
し
、
取
扱
品
種
ま
た
自
ら
制
限
さ
れ
特
種
的
と
な
ら

ざ
る
を
特
友
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
最
近
議
展
し
た
る
今
一

つ
の
大
資
本
的
形
態
、
例
へ
ぽ
前
掲
織
物
通
信
版
責
応
の
如
き

に
、
ア
メ
リ
カ
的
色
彩
が
昆
ら
る
る
の
み
で
あ
る
。

書

評

4・
ヤ

(ザ

<fIT 

、句

ψ} 

‘
 
... ，
 

a-

"r' 

ニ

l
シュ

ラ

l
グ
氏

経
皆
様
式
及
び
販
貰
様
式
に
於
け
る
.

の
、
底
舗
小
寅
商
と
通
信
版
寅
小
買
商
と
の
比
較
は
、
精
細
よ
く

そ
の
所
期
し
た
る
と
こ
ろ
を
蓋
し
て
ゐ
る
。
之
宮
要
約
紹
介
す
れ

ば
、
通
信
販
寅
応
は
届
舗
商
に
比
し
、
庄
舗
設
備
・
接
客
準
備
の

経
費
手
数
を
省
き
.
客
の
購
買
手
数
左
簡
略
な
ら
し
む
る
と
こ
ろ

に
長
所
を
有
ち
、
宣
俸
経
費
を
多
く
要
し
、
品
質
・
値
段
等
に
つ

き
客
左
納
得
せ
し
む
る
の
カ
弱
き
と
こ
ろ
に
短
所
を
有
つ
も
の
と

さ
る
る
。
短
所
の
柿
填
に
つ
き
て
は
、
外
交
人
使
用
・
返
品
制
度
・

常
持
意
確
保
等
の
諸
鮪
の
汚
慮
さ
る
べ
き
が
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。

向
ほ
此
の
鈷
に
闘
聯
し
、
夫
の
応
舗
商
に
於
け
る
通
信
販
買
部
門

設
立
案
に
つ
き
、
著
者
が
之
左
大
い
に
推
奨
し
て
ゐ
る
黙
は
注
目

に
値
ひ
す
る
。

立
体
費
却
に
就
き
て
は
、
特
に
其
の
多
額
に
上
る
べ
き
こ
と

k
.
興
味
あ
る
質
例
を
以
て
示
し
て
ゐ
る
。

(m・
日

lc)

一
つ
の
例
で
は
顧
客
一
名
獲
得
の
た
め
一
一
・
三
三
ラ
イ
ヒ
ス
マ

ル
ク
を
、
他
の
例
で
は
七
・
一
五
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
を
要
し
た
る

こ
と
が
一
不
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
の
附
閥
、
私
の
持
っ
て
ゐ
る
ア
メ
リ
カ

の
数
字
は
、
一
の
場
合
五

O
仙
、
他
の
揚
合
四
四
仙
で
あ
り
、
又 ‘1 

I1lfJ 
ち
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議

第
一
巻

第
二
務

116 

用
問
著
な
る
封
照
が
見
出
さ
る
る
。

に
於
け
る
通
信
販
寅
業
D
、
斯
か
る
多
額
の
宣
惇
費
用
を
少
し
に

て
も
切
下
げ
る
方
法
と
し
て
は
、
た
だ
、
一
度
獲
得
せ
る
顧
客
を

所
謂
常
得
意

9
2
2
]
h
g
p出
)
と
し
、
以
て
延
顧
客
数
を
増
加

す
る
あ
る
の
み
と
な
し
、
常
得
意
保
持
の
重
要
性
を
所
在
強
調
し

ュ
I
シ
ュ
ラ

l
グ
氏
は
、
濁
逸

℃
ゐ
る
。

綿
経
費
に
就
き
で
は
、

ば(孤・

8
)
、

=
1
シ
且
ラ

1
グ
氏
の
調
査
に
擦
れ

殆
ん
ど
大
部
分
の
通
信
販
責
部
門
に
於
い
て
、
其

の
額
一
O
%
以
上
を
一
不
し
て
ゐ
る
。
甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
四
三

%
(
書
籍
通
信
販
責
)
、
六
O
%
(
コ
ル
セ
ッ
ト
等
通
信
販
責
)
に

上
る
も
の
す
ら
報
合
さ
れ
て
ゐ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
闘
す
る
私
の
持

つ
℃
ゐ
る
数
字
に
操
れ
ば
、
足
。
口
開
問
。
B
2
u『

J
3
1
P
L
な
ど
は
八
%

で
あ
る
。
卸
責
に
な
る
と
伺
僅
少
と
な
り
、

k
p
g
s
r
E
d
d
o
-中

国

pz
。
。
品
。
吋
己
目
。
ロ
の
記
録
は
一
・
九
八
%
と
い
ふ
僅
少
た
る
も

の
が
あ
る
。
思
ふ
に
調
米
封
照
の
因
ヲ
て
来
る
と
こ
ろ
は
、
前
者

が
多
く
中
小
資
本
形
態
を
特
徴
と
し
、
後
者
が

E
大
費
本
形
態
を

特
徴
と
す
る
と
と
ろ
に
原
ね
得
ら
る
る
で
あ
ら
う
。

其
の
他
向
、
取
扱
品
種
論
・
内
部
組
織
論
・
ス
ト
ッ
ク
論
・
信

4ト

l唱s

l‘ 

電6

島

~ 

用
供
輿
論
等
、

ニ

1
シ
且
ラ

1
グ
氏
の
科
準
的
取
扱
ぴ
は
天
晴
れ

頭
脳
の
冴
え
を
見
せ
小
気
味
良
き
程
で
あ
る
。
口
八
だ
、
政
策
問
題

を
除
去
せ
る
が
故
に
、
私
が
胃
頭
に
述
べ
た
る
如
き
二
群
の
問
題

の
線
に
沼
ふ
て
の
取
扱
ひ
に
柳
さ
か
不
満
が
あ
る
が
、
之
と
て

も
、
本
書
の
研
究
が
結
局
、
斯
の
部
門
に
関
す
る
政
策
討
先
の
貴

重
な
る
基
礎
材
料
と
た
る
こ
と
を
思
へ
ば
、
ま
た
以
て
慰
め
ら
る

る
弐
第
で
あ
る
。

満
塊
一
通
信
既
買
業
に
闘
す
る
文
献
に
し
て
推
奨
し
得
る
も
の

は
、
雑
誌
論
文
は
別
と
し
て
、
大
瞳
左
の
如
く
、
共
の
教
は
飴
り

多
く
な
い
。
私
は
本
書
官
が
、
此
の
部
門
文
献
中
の
最
首
位
に
置
か

る
べ
き
の
確
認
を
敢
へ
て
し
，
て
、
本
書
紹
介
の
筆
を
捕
く
。

。『

D
F
甲
山
片
岡
一
切

s
g
E
2
5
〈

3
8
E
E己
g
gロ
・
国
王
宮
~
予

Z
8
Y
巾
ロ
片
町
田
]
常
出
血

H
C
d
H
H
8
4
H
g
H
H
A苦

σユ
巾
向
。
同
町
『

kr見
出
ロ
m巾円
w

k

d

司
己
ロ
宮
市
山
ロ
】

V
S
Z
2密
口
白
岡
市
由
。
げ
出
向
廿
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